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★☆会報、その他に関してのお問い合わせ

koho@myg-ort.com

☆★会員記録や登録アドレスに関してのお問い合わせ

j.ort@myg-ort.com

★☆会費に関してのお問い合わせ

kaikei@myg-ort.com

みやぎ視能訓練士の会会員各位

２０２5年 2 月

2 月の会報をお送りします。

～内容～

1 ＜報 告＞青葉区養育支援訪問事業専門指導員等研修会報告 P2-6

2 ＜報 告＞２０２４年度 第１回全体会 P7-8

3 ＜お知らせ＞２０２４年度 第２回全体会 P9

4 ＜募 集＞3 歳児健診屈折検査スタッフ募集！ P10

5 ＜お知らせ＞第 14 回東北文化学園大学視覚機能学専攻研究会 P11-14
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青葉区養育支援訪問事業専門指導員等研修会のご報告

2025 年 1月 9日(木）青葉保健所で養育支援訪問事業専門指導員等研修会が開催されましたので、その御報告
です。

対象：青葉区で養育支援訪問事業に携わる専門指導員，妊産婦・新生児訪問指導員，3歳児健康診査従事者、母

子保健関係職員(ほぼ保健師さん)等という事でしたが他地区からの参加も多く、30名予定のところ55名程度の参加者と
なり、盛況でありました。
研修の目的は
「仙台市では、3歳児健康診査に屈折検査が導入され、視覚異常の早期発見早期治療を強化している。
新生児訪問等においても小児科で視覚検査を受けている乳児が増えており、検査の内容や意義を学びたいという声があ
る。また、近年”スマホ育児”や”スクリーンタイム”が話題になっている中、過度な画面視聴が乳幼児期の眼の発達にどのよ
うな影響があるのか、保護者に具体的に指導をする機会がなかった現状がある。
そこで、乳幼児期の眼の健康の保持増進に向け、基本的な知識を学び、保健指導に活かしていくことを目的に、研修を
企画した。」 という事でした。

そこで、安達いづみ先生（東北文化学園大学 医療福祉学部 リハビリテーション学科 視覚機能学専攻）に

「乳幼児期の視機能発達と眼の異常」というタイトルで約 90 分の講演をしていただきました。
内容は
① 視能訓練士の PR
② 乳幼児期の眼の発達
③ 気をつけたい眼の異常

という事で、屈折異常や斜視・弱視の説明からデジタルデバイスと眼や心身発達との関係のトピックスまでまとめてお話いた
だき、さらに TAC やドットカード、Stereo test などを実際にお見せしての理解しやすいお話となりました。3 歳児健診屈折
検査のご報告ももちろん入っていました。
保健師さんたちの熱心さで大変良い研修会となりました。
アンケートでも良い反応、気になる反応がありましたので、添付いたします。

会場で出た気になるお話
・健診で検査ができない、という事でリストにある眼科に行ったが結局検査ができなかった上、「普通ならできるんだけどねえ」

と言われた。
・発達に問題がある子どもを連れて行って、あからさまに嫌な顔をされた。
・連れて行って何かいい事があるのか。

というような話を保護者から聞くことがあり、そのために精検の受診率が 60％にとどまっているのではないか、との事でした。
発言した保健師は、今日いろいろお聞きして、とてもよく分かったことがあるので、今回研修で聞いたような話をもっと保護者

に発信して、精査の重要性を理解して頂く事が必要ではないか、とお話されていました。

皆さんはどう思われますか？ご意見お待ちしています
nihonya@tech.tbgu.ac.jp

残念ながら、写真を撮り忘れてしまったので、安達先生のスライドの一部を掲載します。
文責：二本柳
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令和６年度 青葉区養育支援訪問事業専門指導員等研修会 アンケート結果

参加者：46 名 アンケート回収枚数：33 枚（回収率：71.7％）

Q1. 該当職種に〇をつけてください。
保健師 21 名（63.6％）
助産師 10 名（30.3％）
看護師 ２名（6.1％）

Q2. 今回の研修内容は理解できましたか。
非常に理解できた 21 名（63.6％）
まあ理解できた 11 名（33.3％）
あまり理解できなかった 0名（0.0％）
理解できなかった 0名（0.0％
無回答 1名（3.1％）

Q3. 今回の研修の感想
〇今まで気になりつつも、なかなか学ぶ機会の少ない分野で、興味深い内容でした。視覚のこと、眼の異常の
内容と、また、デジタルの影響、予防のための具体的な内容もわかりやすかったです。

〇大変勉強になりありがとうございました。これからの指導の参考にさせていただきます。予防医学の大切さを再
認識いたしました。ありがとうございました。

〇知らない、分かっていなかったことが多く、大変勉強になりました。自分が子育て（10 年前）に疑問に思って
いたことが、今明確になり、お母さんたちに伝えるといいと思いました。

〇乳幼児の視覚検査についても具体的に知れておもしろかったです。自分の子どもが、3.7健診で要精査となり、
その後からメガネ使用中です。眼科で、人の眼機能の成長は8-10才で止まると聞いて（私も知らなかったの
で）、親としてとても不安だった記憶があります。それから、訪問時、上のお子さんが 3.7 に近いと、視力検査
をすることはすごく大切なことだと話していました。今回、より詳しく知れてよかったです。3.7 の後から、こども園
でもメガネ率がぐっと上がりました！！なので、受診率が 60％台と聞いてびっくりしました。地道に伝えていきま
す。

〇なかなか勉強する機会のない専門的な子供の視力について詳しく聞かせていただき、とても参考になりました。
乳幼児の”視力が育つ限られた時期“を大切にしなければならないと深く再認識しました。合わせて、スマホや
タブレットの使用の危機感についても、使い方について必要なアドバイスができるよう自分なりに伝え方を考え
てみたいと思いました。外遊びのすすめもこれまで以上意義を認識して、伝えてみたいと思います。とても良いテ
ーマでした。ありがとうございました。視能訓練士さんが使命感をもって一生懸命活躍して下さっていることに心
打たれました。

〇普段の健診時、目に関しては担当に任せていたので、きちんと学び直せてとてもよかったです。
〇実際に使用している検査道具を見せて頂き、勉強になった。屈折検査を実施する意味を知れてよかった。
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〇スクリーンタイムを減らすことだけでなく、外遊びを増やす等新たな手段を考えていくことが大切だと学び、今後
の支援に生かしていきたいと思いました。また、今回学んだ知識を、3.7 後の精検を保護者に勧奨する際にも
生かしたいと思います。

〇乳幼児期における視機能発達について、今一度学ぶことができた。大変有意義でした。実際に使用する評
価ツールに触れることができ、良かった。

〇保護者から、乳幼児のデバイス利用について不安の声を聞くことが多くなっていますが、どのようにデバイスと向
きあい、対策ができるのか、今回の研修を受けて伝えることができると思います。ありがとうございました。

〇乳幼児の発達の時期など視覚についてすごく学べました。根拠が知れて本当に良かったです。今後の指導に
役立てたいと思います。

〇こどもの眼の発達について、大事な時期を学ぶことができた。近視等が低年齢化しているとのことで、乳児期か
らの意識を保護者に持ってもらえるようにしていけるとよいと感じた。

〇改めて視機能について学びを深めるとともに、視覚機能の発達時期に適切な視覚刺激がうけられるよう、こち
らとしても保護者への声がけにつなげられるのではと、とても良い学びとなりました。ありがとうございました。

〇視機能の発達する時期には限りがあり、特に立体視の発達の期間の短さに驚きを隠せませんでした。このお
話をママさん達にどのように伝えればうまく伝わるのか考えてみるきっかけになりました。スマホ育児は訪問する度
に高頻度に質問されることが多いので、それに対する答え方の参考になりました。外遊びは視力やコミュニケー
ション等にも重要なのですね、、、

〇初めて知る内容が多くとても参考になりました。
〇スクリーンタイムの長さがコミュニケーションや問題解決領域に影響があるということを学ぶことができて良かった。
〇実際に検査キットをみれてよかった。子供の発達のためにはやはり外遊びが大切なこと、視力の発達にもよいこ
とを学べました。

〇子どもの目の健康について考える機会が増えており、病気であることのリスクを自分も意識できていないに気付
いたため、3.7 のときだけではなく、乳児期からの啓発をしっかり行っていきたいと思いました。

〇早期に、くっきり見える状況にすることが大切であることがわかった。3 歳児健診後の精検の勧奨をする際、今
日の学びを活かして保護者へ伝えていきたい。

〇適切な時期の適切な関わりをすることが、将来にも影響することを改めて知れました。眼に関する知識を深め
ることができました。眼にスポットをあてた研修は貴重な機会でした。ありがとうございました。

〇普段は、なかなか聞くことのできない眼のお話を聞くことができて興味深い内容でとても勉強になりました。
〇基本的な知識から、実際の検査器具をみせていただいたり、最近の研究動向まで詳しく知ることができてよか
った。新生児訪問などに携わる身として、眼の成長の大切さを伝えていくことからしっかり始めたいと思いました。

〇視機能の発達と眼の異常について具体的に理解できた。
〇眼の疾患については、まだ難しいことも多かったですが、わかったことも多くあり、とても、勉強になりました。乳幼
児期の眼の発達、早期発見がいかに重要なのかわかってよかったです。

〇視機能について改めて学ぶ機会は今まで少なく、理解できていない部分が多かったため、研修がとても有意義
でした。まだ自分の中に落とし込めていないところもあるため、資料確認しながら日頃の支援につなげていけれ
ばと思います。

〇勉強になりました。視覚検査の重要性や児の早期の介入の大切さを知りました。
〇新しい知識を得ることができて有意義でした。
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〇生まれてすぐは、軽い遠視、視覚の発達には、感受性期間がある、初めて知る内容もあり、勉強になりました。
〇視力の発達の時期があることがわかった。メディアの視聴と視力の関係について深く学ぶことができた。外遊び
も大事だと感じた。

〇貴重な研修ありがとうございました。外遊びをすすめていきたいし、保護者へ伝えていきたい内容でした。
〇視力検査、視力の発達について詳しく知ることができてよかった。「目をあわせてあそぶ」ということについて伝え
てもなかなか実施してくれない親子も増えています。「あそび方を教えてほしい」と乳児期から質問も出るので、
外あそびへのハードルが上がっているとも思いました。

〇どうして乳幼児期に視覚検査や早期の治療につなげることが大切なのかを理解することができました。
〇近視、乱視、遠視、不同視等について理解を深めることができた。近視の予防について、外遊びが影響して
いるエビデンスを知ることができよかった。母に外遊びの勧めや、発症早いと悪化することなどを伝える時の根拠
として示すことができれば、動機づけにつながると思う。

Q4. 今回の研修から、さらに学びたい内容がありましたらご記入ください。
〇新生児訪問において、「寄り目でしょうか？」等の質問を受けることがあります。早期発見、早期治療を考える
と、どのような助言をするとよろしいでしょうか。

〇実際の視覚訓練の内容を知りたいと思いました。
〇近視予防について。
〇今後のメディアと近視や発達への影響に関する研究をおっていきたいと思います。
〇今回の学びを健診等の援助で行っていきたい。
〇スマホ、タブレット、DVD、TV などの視聴による子供への影響（視機能、コミュニケーション力など）
〇視能訓練士から見ておすすめの親子遊び。
〇乳幼児とメディアの関連性や影響。

Q5. 今後、研修会で聞きたい内容がありましたら、ご記入ください。
〇色んな質問がありましたが、支援者としてという観点ですが、正直、ママたちが、なぜ、3.7 をするのか、視力が
なんで今なのか、聴力今なんで？という感じだと思うんです。私も正直知らなかったし、、、3.7 通知の時点で、
何か資料入れるとか、一般の方でもわかりやすい媒体入れてみるとか「やります」だけじゃなくて周知することに
市として力入れてみるのはどうでしょうか？

〇運動機能の発達とその評価について（定型発達に対し、脳疾患等により起こる運動機能障害がどのように
影響を与えるか、どのように評価すべきか等）。

〇最新のアレルギー治療、乳幼児の発生状況など知りたい。
〇愛着形成について。
〇子供の発達発育、肥満、歯科。
〇次回は保護者向けの講話は開催されるのでしょうか？
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